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ライマンと助手たち㎜7人の助手たち(皿)

て｡はじめに

｢ライマンと助手たち｣を｢ライマン雑記(12)｣で

書き始めてから,4年以上の歳月が流れた.遅筆の

主な原因は,助手たちの資料集めに時間をかけた

ことにある.寡黙の人だったライマンは,莫大な文

書を残しており,助手たちとの文通も数多い.調査

している中に,安達仁造･賀田貞一･桑田知明･島

田純一･西山正吾･山内徳三郎の6人が,帰国した

ライマンに助手たちの近況を伝え,師の近情を,稲

垣徹之進･杉浦譲三･坂市太郎･前田清明･山際

永吾の5名に知らせていたことが明らかになった.

山際永吾が大切に保存した書簡の中に,1904年4

月19日付のライマンの礼状がある.コピｰをよく見

ると桑田宛だがライマンの筆跡ではない.更に注

意すると,桑田が写したのでもなく他の助手5名の

筆蹟とも違う.山際が桑田から手紙を借りて,てい

ねいに一字一字写したのではなかろうか.師の情

報が,このようにして,助手たちの問で取り交わさ

れたのだと思う.

稲垣･坂･山際の親族の方にお会いして,彼らの

言葉や態度からライマンヘの敬慕を感じ,遺徳が

不滅であることを体験した.しかし,記憶が断片的

なので,書簡のように感情移入ができず,資料とし

て用いなかった.幸いに山際永三氏から祖父永吾

の資料を何回にもわたってお送りいただいた.特

に最初の北海道地質調査1874-75年と幾春別発見

を含む1880-81年の日記は,大変貴重な資料であ

る.以下に最後の助手4名,山際永吾･稲垣徹之

進･杉浦譲三･前田清明について記す.

2､山際永吾

山際永吾は,嘉永6年(1853)5月15日会津若松

城郭内ニノ町に生まれた.明治の人なら,彼の生

年と出生地を聞けば,すぐに白虎隊を想起するで

あろう.明治元年に会津藩の16歳より17歳の少年

から成る白虎隊が官軍と戦い,力尽きて自刃した

美談は後々まで語り継がれた.落城後,朝敵の汚

名を着せられた会津藩の士族は,どん底に落ち,

筆舌に尽くし難い辛酸をなめた.そしてすぺてを

失い,会津武士道だけが残った.

山際永吾は,十歳にして藩校日新館に入館し,

文武両道を学んだ.この藩学は水戸の弘道館､薩

第1図山際永吾と家族左から永吾,太郎､春(山際

永三蔵).

1)元マサチュｰセッツ大学東洋コレクション司書:
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摩の進士館の歴史よりも一世紀以上古く,国学･

漢学･洋学･医学･天文学･算術等を教えた.また

藩校内に図書館･印刷所･観測所･プｰルなど.の

近代教育施設があった.会津の不屈の精神と教養

が日新館で養われ,家庭教育の軌範となった.

例えば,東大総長を通算約12年務めた山11健次

郎,ヨｰロッパで武士道を語って文豪ストリンドベリ

を感銘させた明治学院総理井深梶之助,｢ある明

治人の記録｣の著者,陸軍大将柴五郎は,日新館

出身で,明治の偉大な先覚者であった人たちであ

おの

る.彼らは,人々を自ずと信服させる晶格を備え

ていた.大山捨松は山川健次郎の妹で,明治3年

(1871)津田梅子らとアメリ方に渡った最初の女子

留学生である.欧米の文化を殆ど知らなかった彼

女が,8年後にアメリカ女子大学の名門バッサｰ大

学で,数々の栄光を受け,教授や学生に尊敬され

たのは,彼女の会津精神と教養の肥沃な土壌の上

に,アメリカの自由教育が非凡な花を咲かせた良い

例であろう.

永吾が12歳の時,父山際久太夫が蛤御門の変

で戦死した.父の功績によって百四十石を与えら

れ,14歳で世子の小姓役についた.世が明治に改

まると,彼の身辺は激変し,先ず9月に,会津藩が

官軍に破れ,11月の始めに江戸に護送される松平

たかもり

容保一家に付いて上京し,謹慎の身となった.明

治の世を迎え,武士たちは運命にもてあそばれた

が,山際も例外でなかった.

謹慎者の一人が禁を破って夜塀を乗り越えて外

出したのがばれ,違反者を差し出すよう命じられ

た時,少年なら厳刑にはならないだろうと,山際に

身代わりを頼んだ.彼は泰然自若としてその役を

引き受けたと言う.そして江戸城に近い辰の口牢

屋で,五稜郭で官軍に降伏した重罪犯人榎本武

揚･松平太郎･大鳥圭介･荒井郁之助等に会った.

ここから新しい道が開けていく.

･,榎本氏特に君を愛し,大鳥氏と共に英学反

敷学を教ふ,当時榎本氏真即吟を半紙に書して

君に与へたるもの,今尚は家に載せり,君の諸氏

に充ちて放免せらるるや,直に諸氏の渇望したる

奈良漬一樽を艦邸に贈り,大いに其親切機敏を

悦ばれたることありと云う(注1).

山際は獄中で彼らの薫陶を受け､たくましい人問

ぬま

に育っていった.放免後沼間守一塾に通った.沼

間は,明治の民権論者として有名だが,幕末にヘ

ボンについて洋学を学び,後に大鳥圭介や土方歳

三と共に洋式装備のf云習隊をひきいて､会津若松

で戦ったことはあまり知られていない.

明治5年(1872)5月,榎本武揚は開拓使出仕に

就任､横浜から北海道へ出発した.一方山際は数

ヶ月後に芝山内増上寺境内にある開拓使仮学校に

官費生として入学した.仮学校生徒表の山際の父

兄引受人は,第四大区小二区今川小路町三丁目榎

本武揚邸内静両県貫属士族榎本式与で,武揚

の兄である.明治7年,山際は,島田純一･西山正

吾･前田清明と共に,第二回北海道地質測量調査

に参加した.

2-a､:1ヒイ〒目言己

｢北行日記｣は,地質鉱山士長ライマン随行の命

を受けた明治7年5月6日から始まる.18日に,蒸気

車(汽車)で東京を3時に出発し､午後7時過ぎ米

国飛脚船(郵便船)二一ヨルク(ニュｰヨｰク)で横

浜を離れた.20日函館着,翌日上陸し,｢東京横浜

二比スレバ箱館ハ尚田舎ノ風ヲ免カレサルヲ党ユ｣

と述べている.

24日,ライマンとマンロｰに旅立ちを告げ,一歩

先に札幌へ向った.馬具は坂市太郎と共用のた

め,一日交代にし,初日は山際が荷鞍に乗って終日

を過ごした.翌日は逆風で,森から室蘭まで噴火

湾を渡るのに5時間かかった.室蘭一白老一苦細

(苫小牧)の旅で,北海道の大自然が如何に昔酷で

あるかを山際は体験した.5月末にかかわらず,薄

ら寒く,風が峻烈で,幌別川とシキウ川(散生川?)

の橋が落失していたため馬で川を渡り,衣類を湿

らし,疲労困はいして白老に達した.苫細までの海

浜伝いの旅は苦難の連続で,｢風激しく,雨具を吹

きはぎ,寒気甚しく手足等知覚を失う.｣と記してい

る.午後雨が止み､陸路に変り,難なく千歳の本陣

に到着できた.28日,明治開化を誇る札幌の開拓

使庁舎を眼前にし,山際は.はるばる江戸から新

天地にやってきたことを実感したに違いない.

第二回北海道地質測量調査は,石狩川を遡上

し,上川盆地を横断して大津に出て,道東道北を

海岸沿いに調査するライマン秋山美丸隊と助手た
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第2図北行日記より(山際永三蔵).

ち2組で行われた.山際の属したパｰティは,豊平

川出水のため一日出発を延期し,6月11日,札幌を

出て雁来村より舟に乗った.終日雨が降りしきり,

河水が増水し途中でテント生活を余儀なくされた.

10日目にようやく晴天になったので早速出発したも

のの,川が朽木や枝木に覆われ,時には大木が流

れてくるので,のこぎりや斧で行く手を開かねばな

らず,遅々として舟が進まないため,その日の行程

は4里に過ぎなかった.翌17日,舟は幌向川から

幾春別川を上ってイチキシリに立ち寄っている.

彼らは,砂金一粒なく失望したことであろう.一里

程で石炭山の入口に達すると聞き,彼らは荷物を

舟に託し陸路をとったが,途中道なき道を歩き,折

からの雨で川が隆流してなかなか前進できず,四

苦八苦の末,ようやく幌内炭田に着いた.

第一日目,坂市太郎と共に山に入り,測量を行

った.しかし雨が降り出し作業を中止,未だ食料

が届かないので緊急手段として,山際は釣りに専

念した.24日の日記に｢來曼(ライマン)氏到着｣と

ある.大いに活気付き,実地測量,測定,レッスン

と忙しくなった.29日,ライマンｰ行は上川盆地へ

向って出立,代りに一日遅れて,全快した山内徳三

郎を迎え,測量調査に抽車がかかった.

これまで日記に出てきた山際のパｰティメンバｰ

は坂と山内であるが,一体何人で,他に誰が参加

していたのだろうか.先ず6月21日日曜日に草庵を

作る人夫監督のくじを引いた桑田知明,7月2日｢西

山氏ノ切リシ処ノ線ヲ予水準ヲ取リ四字遇キ帰

第3図左から桑田知明,山際永吾,西山正吾,坂市太

郎(山際永三蔵).
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ル｣で西山正吾､翌日の日記｢賀田氏ノ線1ヨリ百四

十度二九本ヲ町リ五字二帰ル｣で賀田貞一,これ

に山際を入れて全員6人であることが確かになろ

た.

7月14日,久しぶりにイクシベツ川(幾春別)の平

地の生活になったが,80度の暑さと蚊,ブトがすさ

まじい.｢暑気二堪ヘズ其困難言フ可ラズ｣テント

内で体を覆って図を引いている山際の苦しさが伝

わってくるようだ.5日後河内川に移った.山谷の

居は,蚊,ブトが少く,暑さもさほどでなく,谷と川

を測量する平凡な生活が続いた.しかし次のよう

な微笑ましい出来事もあった.

｢各ト線一千ヲ切リ帰路;賀田氏,沙金ヲ得ソト

欲シ沙ヲ洗フニ會フ然レドモ其功空シク只砂鉄ヲ

のみきせる

鉄ス而己｣.山際は,突然一計を巡らし,煙管の金

属を削って砂鉄の中にこっそり交ぜたが,直に見

破られた.賀田に,天幕にいる連中を担いだらと

そそのか

唆され,もっと砂に黄銅片を削り込んで,賀田を置

いて天幕に戻った.西山に｢賀田氏が沙金脈を発

見し,まだ帰らないのだ｣と言って砂鉄を見せると,

例の黄色の片が光を発し,彼は｢真ナリ臭ナリ｣と

嘆賞した.戻った桑田も砂金と信じて感心してい

ると,賀田が帰ってきて,しばらくして欺畷であるこ

とを告げた.｢西山氏大二怒リ予ヲ食言人ト為スト

云ヘリ.鳴呼又一奇談ナラスヤ｣でこの日の日記は

終っている.茶目っ気の山際,慎重だが稚気があ

る賀田,真撃な西山､大まかな桑田と各人の性格

の一端がにじみ出ていて面白い.

彼らは,幌内本流からイクシベツ河,川内川,ポ

ンチプラセ,美唄川と測量を続け､遂に石狩川に

達した7月29日の日記に｢北日石狩河二達ス

即チ｢ウラシナイ｣ノ下ニチイソキシナイノ偉力下流

テリｰ中略一河中五十六七間ナリ幌武井石炭山ヨリ

惣距六萬七千四百六十二尺ナリビハイヨリ石狩川

マナｰ萬一千六百六十二尺ナリ｣とあり,彼らの大

作業は終了した.

8月に入り,ヌッパヲマナイに移り,図を引く日が

多くなった.或日,食物が突然に尽き果て,砂糖一

粒さえなく,米･塩･味噌だけの窮地に追われた.

札幌へ買い出しに行った人たちが,食料とともに,

新聞や東京よりの音f言を持って帰ってきた時は､

キャンプ全員が歓喜した.｢仙境ノ思ヲ去レリ｣と山

際は感想を述べている.

8月23日,｢大鳥先生午前二朱リ大二混雑セリ｣

25日,｢大鳥先生,石炭ヲ横スルヲ導ス｣と両日各

一行の記述であるが,山際の晴れの舞台だったで

あろう.辰の口牢獄で,彼の将来を憂い,榎本武揚

と共に数学や英語を教えた大鳥圭介の炭山視察を

先導した折の山際の胸中は,如何であったろうか.

ぬっぱ`をまない

やがて野波速満内の上流に移り,しばらくしてビ

バイの枝流に移動した.10月の始めに遠山に白雪

が見られ,野業よりも作図の仕事が主になった.

暇があると釣りをやれば,鯨やウグイ等が面白いよ

うに捕れた.｢同十三日火曜日晴'子力爲スベキ図

ほぼ

モ略二尽キ天幕中ニテ只浩然タリ｣,明治7年の北

行日記は,不意に10月13日で終っている.

翌年,調査日記の始めに,大きく｢明治八年六月

北海道筆記｣と書いているのにかかわらず,6月1

日,ライマンの随行を命じられてから,27日の札幌

着までたった2ぺ一ジで中断している.開拓使のラ

イマンヘの冷遇と関係したのではないだろうか.

6月23日,ライマンは.,長万部･黒松内･岩内･余

市･小樽経由で,7月5日に札幌に到着した.翌日,

東京からの命令として,幌内鉄道測量調査を開拓

使下級役人から伝達された.江戸で鉄道調査の話

はあったが,命令は寝耳に水で,耳を疑った.しか

し門外漢の仕事を押しつけられ,受諾する外はな

かった.過去2年間忠実な助手で良い相談相手だ

った山内は,内務省勧業寮に勤務し,秋山美丸は

物産局へ移され,ライマンは両手を失った思いで

あったろう.あまりにも一年前と違う現在の境遇に

しばらく浩然としたに違いない.

監督権の問題で開拓使と争った事件は,｢ライマ

ン雑記(11)｣で語った.しかしこれは発火点に過

ぎず､ライマン開拓使政策批判が動機である.当時

の開拓使役人の無知･無能･浪費･欺聴･腐敗は

周知の事実だった.そして5月に,開拓使顧問ケプ

ロンが帰国すると,露骨にライマンに圧力を加え

た.

8月1日,幌内鉄道測量調査を本格的に開始した

が,9月10日には調査を中止し江戸に戻るよう勧告

があった.慌ただしい中途半端な仕事の上,20日

の雨天で自然すらもライマンに無情だった.

彼は,1875年北海道地質調査報文で｢地質助手

稲垣･三沢･高橋･賀田･坂･島田･山際･前田･

西山の忠勤精励に大いに満足し,彼らの助力に満
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同同墓･長京

県飯付研前

震.管鐸地黒一一金

･帥欝果熊町島桑手㌶享

琴質量､割銭

肘詳谷田図士埼テ

剰.霞塵■純紬竿麓奪サ.･

毘陣

1助堂･七一羽杜候見

事候

第4図地学雑誌(マサチュｰセッツ大学図書館蔵).

膣の感謝を表す.｣と記している.助手たちがライ

マンの心情を察し,山内･秋山に代わって,最善を

尽くしたのでなかろうか.

明治9年(1876)5月,山際は同僚9人と共に内務

省勧業寮に入り,地質測量助手としてライマンの越

後油田調査に同道した.翌年工部省に移り,ライマ

ンの契約が切れた明治12年まで測量を行い,地質

学を学び,地質技術を磨き,開拓使仮学校以来足

掛け7年の問に,山際は日本最初の本格的な地質

技術家に成長した.ライマン離日の年の,明治13年

5月に開拓使に戻り,4ヶ月にして幾春別炭田を発

見している.運もさることながら,約7年間のライマ

ンの教えが,実を結んだといっても過言ではない.

2-b.幌内幾春別日記

明治13年の日記の表題は｢日記｣であるが,｢幌

内幾春別日記｣と呼ぶことにする.r北行日記｣と同

じく線引きの和紙を紐で綴じた日記帳であるが,前

者の玉林堂印と異なり,和紙に金花堂の印が押さ

れている.表紙をめくると,r明治11年12月24日

婚｣の文字が目に入った.次のぺ一ジの｢明治12年

2月17日に春の送籍と寄留届を終えた｣の一行とと

もに,短い記述であるが印象的で,山際の新しい

人生出発の覚悟がずしりと伝わってくる

かん晃

山際春は,会津藩江戸留守居役神尾英俊の次

女として生まれた.母は会津藩家老田中土佐の娘

である.姉栄は,山際の僚友稲垣徹之進に嫁い

だ.この二人は開拓使仮学校女学校に通い,英

語･英文法･国語･漢字･歴史等を学び,オランダ

人の先生から洋裁や料理などを習い,当時の女性

としては,最高の教養を身につけていた.明治5年

に仮学校女学校が開校し､8年に札幌に移り,翌年

の5月に廃校しているので,山際とは恐らく江戸で

会い,お互いに会津藩と北海道滞在の縁で結婚へ

の道を歩くようになったのであろう.

明治13年の北海道赴任は,｢五月七日大雨開拓

使へ出頭本日出立届書ヲ出ス｣で始まる.8日横浜

を出立,11日函館着,開拓使に勤める義父等を訪

問し,再び出帆,小樽に入港して15日に札幌入り

した.この記述から,有名な平河町先生宅で撮っ

た別れの写真の添書にある明治13年5月8日は間

違いで,それ以前に撮ったものと考えられる.

5月16日,開拓使庁を訪れ,煤田開採事務係を

命ぜられた.24日,雁木村より丸木舟で対石狩に

地質ニュｰス565号�
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出て夕方には幌内太に着いた.翌日,馬で岩見沢

を通り,午後幌内に至り,島田純一の出迎えを受

けた.翌日から,測量のため,幌内,早川村,イチ

キシリとの間を往復した.6年前に山内･賀田･

坂･西山･桑田と共に測量した思い出深い土地で

あった.

9月3日,イチキシリ測量を終了し,幌内に戻って

しばらくして岳父神尾英俊の病気を知り,札幌に出

かけた.1週間余り旅と見舞に過ごし,帰着して間

もなく,イクシベツ上流の石炭点検に取り掛かるこ

とになった.

9月20日,山際は,島田純一,測量夫四人,坑夫

熊五郎の外に,イクシベツに偶然に来合わせてい

た千歳アイヌとで朝幌内を出立した.

一兆二｢ポロブンイソヲマナイ｣｢チカンベ｣等

ノ支流アリ三里余ニテ左ヨリ流ル二大支流アリ

わずかいっち｣=うばか1〕

比ヲ｢ポンベツ｣ト云フ比ノニ又ヨリ僅壱丁斗イ

クシベツヲ上リ石炭ノ露出アリ其ノ大ナルモノ

ぱかこれそれ

十五尺斗リカアリ之ヲ調査シ夫ヨリ｢ポンヘツ｣

ヲ壱里程上リ同処露宿ス｣(注2)

何と簡潔な記録であろうか.こうして山際と島田

は,幾春別炭田を発見し,日本地質学史に残る功

績をあげた.

初雪が降り寒気がきびしくなった10月初旬に,

本格的な調査が行われた.ポンイソオマナイとタカ

ンベ両支流近辺に一夜ずつ泊まって,10日にポン

ベツに達し石炭調査を完了し,16日に幌内に戻っ

て,約1週間調査報告書や地図作成の会業に専念

している.

23日,神尾英俊の言卜報を聞き,再び札幌に赴き,

滞在中に徳三郎の見開拓使媒山開採事務長の山

内提雲らの幾春別石炭見分出張が決った.30日,

山際は,先駆の任を受けた山内徳三郎と共に帰途

についた.幌内大近くで突如雨風が起こり,｢寒気

甚シク困難云ハン方ナシ｣と記している.北海道の

奥地は,すでに厳寒が猛威をふるい,翌日幌内出

張所にようやく着いた.降雪は尺を越えていた.

11月1日,山内は,消雪まで見分を見合わすよう

に兄提雲に手紙を送った.山内徳三郎と山際たち

は,14日に,実地石炭見分のため,幌内を出立,

奔別太から幾春別に向かった.寒気肌を刺し,河

水は寒冷で困難を極めた旅であったが,無事終了

し帰路についた.しかし途中で思わぬ出来事に出

合った.山際の日記を辿ってみよう.

彼はポンニソオマイより数丁幌内に近い処で,三

人の験者がずっと駆け過ぎるのを見た.事務長の

一行ではあるまいかと頻りに心配したが,深く問わ

ず,幌内太に戻ると果して彼らと知り,馬追いアイ

ヌのサンタルと大夫の末松を伴い後を追うことにな

った.あたりはすでに薄暮で,ともかく酒と夕飯を

とり,山河を駆けて行くと,ようやくポロブンニソヲ

マナイの河口で馬蹄の跡を見付けた.しきりに高声

で呼びながら走って行くと,しばらくして遠方より応

じる声があり,馬を飛ばし,タカンベ河口で追い付

いた.アイヌ小屋に案内し,握飯を食べ,そこから

また馬で幾春別に8時頃ようやく着いたが,前夜と

同じ様に,天幕の前で石炭を焚き寒さをしのいだ.

翌日,事務長一行を幾春別炭層に案内し,このドラ

マをめでたく終えている.

山際の幌内厳冬日記は,義母と妻春が遠路訪ね

てきた数日を除き,真に簡単な記述しか見られな

さねよしてるこ

い.ここから稲垣栄の孫実吉輝子が,女子学習院

在学中夏休みの宿題のため伯母山際春の口述を

書きとったものに舞台を移す.

5月に山際が北海道に出発した後,春は東京に

留まっていたが,10月に父が危篤と知ると,母姉と

共に急ぎ札幌へ旅立った.18日,函館の宿で父が

亡くなった夢をみたが,24日に札幌の家に着いた

時は,果して初七日が行われていた.

仏事をすますと,子供がある姉と9月にすでに父

を訪れていた弟は,すぐに東京に戻らなければな

らなかった.ようやく二人は,開拓使の好意でその

年の最終東京行きの船に乗ることができたが,次

回の船は翌年の4月なので,春と母は札幌の越年

を余儀なくされた.山際は,｢幌内炭坑は女の住め

る処ではない｣と言い,彼の僚友島田純一は,｢女

だと言え住めない処ではない.君が行かなければ

自分が行く｣と言って,二人を迎えに島田が札幌ま

でやってきたと書いているが,山際の日記によると,

善意で積極的な島田の独断行動であったらしい.

一それから島田氏に連れられて,母と妹

(山際春)は石狩川を上って行った.丸木舟で

ある.丁度坐れる位の幅で坐ってしまふと向き
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も変べられず,身動きも出来なかった.三人は

雪が降っているので傘をさして居た.船頭だけ

が立って竿で船を進めて行った.始めの中は三

人で話しながら行ったが,後には寒さと疲れで

其の気力もなくなった.河は,両岸から氷が張っ

て,真中だけ水が流れている.其所を舟が通っ

て行くのだが,時々ズズッと氷の上に乗り上げ動

けなくなる.それを竿で氷をつき破っては又舟を

進めて行った.やがて日が暮れ,真暗な中をな

ほだんだん上って行くと,間もなく木の陰から澄

が一つ見えて来た.其所は幌内太と云って山の

中に一軒の小屋があるのだっ牟.(注3)

女性ならではの細かい旅の描写である.人夫小

屋で一夜を明かし,お握りを作ってもらって,早朝

馬に乗って幌内に向った.馬の背中にビｰル箱の

ようなものをつけ,それに薄い布団が敷いてあり,

山路を行くとがくがく揺れたと描写している.岩見

沢の無人小屋で昼食し,やっと幌内太に辿り着い

た.そこには小屋があって一家族が住み,小川に

沿ってもっと奥へ入ると,目的の西洋館があった.

幌内炭坑の社宅で4間あり,建物の後方に石炭を

掘る縦穴,少し離れた山側に横穴がある.

ここから再び山際の日記に戻る.前日の12月3日

に人夫が届けた島田の書状で,神尾の母と春が幌

ずで

内大に着いたことを知った.r子は家族共に巳に東

あ'=`まオ･きようカｰく

京に出発せし事と思いをりしに豊計らんや｣と驚樗

している.翌日,｢何故に来たか｣が山際の意見だ

ったが,二人の憶粋した姿をあわれみ,越年しな

ければならない理由もわかったので,山内事務長

の内命通り,新役所の一部に住むことになった.

暖房がよく効き,外は東京の真冬より寒いのに,

羽織なしの社宅生活は快適だった.しかし酷寒で

交通が絶差,米蔵に貯蔵された米以外は,調味料

すら手に一すくいする程しか買えなかったので,山

際と島田は狩猟に精を出した.

春がやって来ると,4月,春と義母は幌内を引き

揚げた.7月には,幾春別新道測量が始まり,しば

しばポッタア,ブラオン(ジョン･ダグラスｰブラウ

ン?),山内徳三郎等が訪れた.日記は9月5日で途

絶えている.

この年の末,工部省鉱山局出仕を命ぜられ,島

田と共に東京に帰った.当時,完全な図面を作成

できるのはライマンの助手たち以外になく,彼らの

実力が大いに買われた.｢彼らが社会にでてから大

いに活躍し,あれもライマンの弟子だ,これもライ

けんでん

マンの弟子だと喧伝されるようになった｣と松本健

次郎が｢人物回顧｣で語っている.

2-c,隠れた豪傑

一具頃のことで思い出すが山際という男

は非常に頭のいい男であった.自分等は調査し

たことを綿密に筆記していたが,山際君は有名

な筆不精であったから容易に筆記などはせぬ.

其代に実によく記憶していた.其強記に驚かさ

れたことは一再でなかった(注4).

上記は助手の一人杉浦譲三が書いた｢私の役人

生活｣からの引用である.筆者は,アメリカでの資

料探しの不成功が自分の手落ちでなく,山際の筆

不精によることを知り,胸を撫で下した.これが故

山際永吾を称えた新聞記事の見出しの｢隠れたる

豪傑｣の一面にふれた最初である.

工部省が廃省になった後,農商務省で通算14年

余り精励勤務した.明治27年(1894)1月から30年

3月,榎本武揚が農商務大臣に在任中,鉱山局長

山内徳三郎の下,山際は鉱業課長として,彼の真

価を十分に発揮することができたであろう.ライマ

ンは,当時プリンストン神学校の学生だった梶原長

八郎から,彼の伯父山際の昇進を聞き大変喜び,

日本滞在以来の親友Dr.マッカｰテｰへの1895年6

月9日付の手紙で,山際が鉱山局で2番目の地位に

ついたと誇らかに語っている.

明治30年に職を辞し,入山採炭会社に入社,取

締役および同炭坑所長となった.西山正吾は｢(山

際は)気宇壮大で,経世実業の諸問題に対し,洞

察的活眼をそなえていた｣と述べている.彼の在職

15年間に会社を再起させたのみか,大いに躍進さ

せた.

大正6年(1917)3月8日,山際は64歳の人生を閉

じた.死亡広告には友人総代として,最初に鳥田

純一,続いて和田維四郎･山川健次郎･郷試之

助･頭山満･安川敬一郎の名が並び,山際の交際

範囲の広さ,豊かさを語っている.自由民権主義者

から後年政界の黒幕,右翼の巨頭となった頭山

満は,｢(山際と)私とは30年来の交際だったが何
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第5図山際永吾訳文,地学雑誌,第7号,明治12年7月(マサチュｰセッツ大学図書館蔵).

並べる勢いであった.

稲垣は,ライマンの助手として,北海道地質測量

調査,越後油田地質調査に約7年を過ごした.ライ

マン離日の年明治13年(1880)には,工部省の命

で,院内銀山詰として,陸奥に赴任した.翌年筑前

ぱつしよう

鞍手郡の炭田を賊歩踏査し,明治15年,三池鉱山

局へ転任した.

明治21年(1888)頃から,政府の官業事業払下

げが行われ,三井は三池炭鉱を購入,団琢磨が

三池の事務長に就任した.稲垣は,鉱山局の課長

をしていたが,官を辞して,筑豊炭田大辻炭坑に入

ることになる.5年程前に,三井物産に移った賀田

貞一に次いで民間入りをした.

団は,稲垣の身に付けた近代鉱山技術,円熟し

た手腕を考慮に入れて,偉に自明の矢を立てたに

違いない.さらに短期間ではあったが,三池鉱山局

時代の彼の三碑炭鉱に関する知識を見込んでのこ

とであろう.団は彼について,｢思い出す事ども｣で

から何まで偉かった.人間の大きさは何れ程だっ

たか一寸判らないが,非常な乱暴者でも山際が現

れるとおとなしくなった.義理の堅いことも当節に

珍しかった｣と山際を追惜した.隠れた豪傑への惜

しみない賛辞である.

3｡稲垣徹之進

稲垣徹之進は,三重県志摩国鳥羽で生まれた.

北海道地質測量生徒表の引請人の欄に,芝新銭座

近藤真琴とあるので近藤との関係を調べると,稲

垣が攻玉舎の学生であったことがわかった.近藤

は,稲垣と同じく鳥羽藩の出身で,蘭学を修め英

語に長じ,幕末には幕府海軍操練所翻訳方,測量

学科教授補助等の役についている.明治2年に攻

玉舎を設立し,その後航海測量習練所や陸地測量

習練所を設けた.改正舎は,当時,新知識新技術

を教え,若い人々の教育に努め,慶応義塾と肩を
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第6図稲垣徹之進(右枠内)と家族.前列中央が稲垣

栄(山際永三蔵).

次の様に語っている.

ここで一寸記録して置きたいのは,稲垣徹之

進氏の作製した測量図面の事である.稲垣氏は

北海道開拓使が招いた外人技術者ベンジャミ

ン･ライマン氏の弟子で,其稲垣氏が恩師から教

えられた独特の測量法を用いて三池炭田の図面

を作成した.其図面は地形と炭層の状態を同時

にあらはしたもので,即ち此処で採掘すれば何尺

かくかく

下にどういう状態で石炭がある,という事を転々

正確に測定したものであった(注5).

採掘してみると幾分相違していたところがあっ

て,図面を修正したようだが,団は三池炭坑の計画

上非常に重宝し,稲垣の図面を三池の玉手箱と呼

んだ.

稲垣は,5年後に大辻炭坑を去り,佐賀の唐津

きしま

炭田の一つ杵島炭坑の鉱主となり,採掘に着手し

た.明治31年(1898)に,明治炭鉱の専務に就き,

たいと

九州鉱業界の泰斗として重視された.

明治35年(1902)の初めに,ライマンは,島田純

一の手紙で秋以来稲垣が病床に臥しているのを知

ったが,間もなく,子息の稲垣水門から父徹之進の

死亡通知を受け取った.悲しみの中で,稲垣が残

した立派な家族が何よりの慰めであると書いた悲

嘆と安堵を交えた弔文を水門に送った.ライマン

の滞日中,病弱だった三沢思嚢の死で,始めて助

手を失ってから,4半世紀が過ぎていた.ライマン

は,助手たちがもうヤンクメンでないことを認識す

ると共に,時の流れの早さを痛感したであろう.

4､杉浦譲三

杉浦(旧名高橋)譲三の懐旧談｢私の役人生活｣

は,4ぺ一ジに過ぎない文章であるが,一通り彼が

歩んだ道を想像出来たし,彼の人柄を垣間見るこ

とができたと思う.

杉浦は,嘉永6年(1853)に江戸で生まれたが,

しばた

少年時代に越後新発田で漢書や剣術を学び,戊辰

戦争に加わっているから,新発田藩の出身とみな

してよい.幕末に父親が函館奉行だった関係で,

明治になると父に従って函館に移り,しばらくして

開拓使仮学校に入学した.記録によると,明治6年

4月21日に入学とある.しかし,明治6年のライマン

の第一回北海道地質測量調査に加わっているの

で,明治6年の入学は間違いとみてよい.地質助手

時代が終ると,賀田,稲垣と共に工部省に留まり,

鉱山技手として日本全国を東奔西走し,調査を打

つだ.

杉浦は,鉱山局に8年位いたと語っている.しか

し,ライマンヘの明治25年(1892)付の安達仁造の

手紙に,｢山際と杉浦は鉱山局｣と報告しているの

で,彼の思い違いであろう.

其後私は広島の監督署にやられた,さうしてそ

れが私の役人生活の最後であったのである.当

時の鉱山局長は和田維四郎氏で田中隆三氏が

広島の監督署長であった.ところが私は何かの

ことで非常に腹を立てた今それを思い山さうと

つとめるがどうも理由が削らぬ.大臣に不平があ

ったのカ㍉局長に不平があったのか,兎に角非

第7図杉浦譲三(左から二人目)と家族(山際永三蔵).

地質ニュｰス565号�



ライマン雑記(19)

一51一

常に気に喰はぬことがあって,郵便で辞表を差

出しスッパリとやめてしまった(注6).

あっさりと野に下り,その後,別子銅山改革の夢

を抱いて住友鉱山に25円の薄給で入社した.彼は

結局夢を追い続けて人生を終えたようである.

アメリカのライマンコレクションで,杉浦に関する

手紙を2通見付けた.1通は,ライマンが杉浦に書

いた礼状のコピｰで,もう1通は,彼の息子に関す

る手紙であるが;宛名は杉浦ではない.2人の

Kenichi,1人は杉浦の息子､もう1人は坂市太郎の

息子がアメリカを発つ前に,フィラデルフィアのライ

マンを訪れることを知らせてくれた賀田貞一に対し

てライマンが大正2年(1913)7月3日付で書いた返

信である.書面に孫に会う祖父のような喜びがあ

ふれている.

｢ライマンは法学士と工学士だったが,学者とし

てよりも実地家だったせいか,助手たちも実地の方

がうまく,学理の方は不足していた｣と杉浦は書い

ている.ライマンが地質技術教育を優先していたこ

とは前に述べた.しかし助手たちに自然科学に関

する本,論文,ジャｰナル等を与え,訳,討論,著

作を勧め,地質学の世界へ目を向けさせた.その

結果が地質学社の誕生で,明治11年(1878)に創

設し,翌年1月｢地学雑記｣第1号が発行された.掲

載された著作は,ライマン著｢北海道地質総論｣や

チャｰルズ･ライエル著｢地質原論｣等の訳が多い.

｢地学雑誌｣第6号に,杉浦の｢地球上乳獣ノ配置

(米国諸学講談雑誌ヨリ抄訳)｣が掲載されている.

当時の翻訳は不完全な英和/和英辞書に頼り,専

門用語は英英辞書でひき,時には自分で新語を作

らねばならない大事業で,苦労は並大抵でなかっ

た.後年,幼稚と言われても仕方ないが,その意

欲は大いに評価すべきである.不幸にも,明治初

期に早急に必要だったものは,彼らの鉱山技術で

あったため,助手たちはだんだんと執筆から遠ざ

かって行った.

ライマンは,調査中を除けば,フィｰルドノｰトブ

ックを覚え書きとして用いている.通常､至って簡

潔,無味乾燥な記述のせいか,明治10年(1877)2

月5日の記述は,興味深い.｢昨夜は大雪,今日は

晴れ上がり,午後になってたちまち雪がとけ始め

た.オフィスの仕事は9時から3時40分頃までで,

最後の30分あまりは,助手たちに明日から始まる

授業について説明した.今日は書斎の前の梅の花

が一,二輸咲き,裏の小さな梅の木の花も開いた.

T(高橋)は今日,義父の杉浦の姓に変えたと告知

した.｣読み終えて,大雪･梅の花･平河町屋敷･

教室,そしてライマンと助手たちの姿が眼前に浮か

んだ.杉浦の改姓に言及したのは,養子になると

姓が変わる珍しい日本の慣習に,ライマンが大いに

興味を持ったからに相違ない.

5｡前田精明

日本でも前田精明の資料が殆ど見付からないか

ら,アメリカでは皆無ではないかと覚悟して資料集

めした結果,2枚の3"×5"の力一ドの表裏にデｰ

タを書く程の資料が集まった.

前田清明(友野鶏次郎)は,安政元年(1854)5月

27日,松代藩士族として江戸で生まれ,前田量平

の養子となった.明治5年,18歳の時に開拓使仮

学校に入学し,明治7年に島田純一･西山正吾･

山際永吾と共にライマンの第二回北海道地質測量

調査に参加した.この時,将来人生の4分の1程を

北海道で過ごすことを予想しただろうか.

明治9年の日本油田地質調査中,山内徳三郎が

目を患い休んでいた期間,ライマンに｢その件は前

田がよく知っています.急ぎの場合は,彼に聞い

てください｣と答えている.この頃から,山内と前田

は気心の知れた伸ではなかったかと思う.明治13

年(1880)ライマン離日ρ年に二人は開拓使に戻り,

茅ノ潤と幌内の石炭調査に従事した.その後,山

内の明治23年の宮内省入り以外は,開拓使･農商

務省･北海道庁･再び農商務省と彼が移る度に後

を前田が追っている印象を受ける.結局ライマン

北海道調査から北海道庁非職まで北海道で16年

を過ごした.

榎本武揚が明治27年(1894)に農商務大臣に就

任すると,山内徳三郎が鉱山局長心得になり,前

田も復活して福岡鉱山局監督署に勤務した.その

年に山内は博多を訪れ,筑前グルｰブの安達･稲

垣･島田･杉浦･西山･前田と久しぶりに顔を合わ

せた.往年の思い出に,大いに話に花が咲いたこ

とであろう.山内を囲んで撮った写真は,早速フィ

ラデルフィアに送られ,受け取ったライマンは至極
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第8図前田清明(右から二人目)と家族(山際永三蔵).

満悦であった.山内と前田の最良の年だったと思

う.

明治30年(1897),榎本が農商務大臣を辞職し,

山内は免職,山際が入山採炭の所長になり,2年後

西山が三升鉱山に入社した.前田は明治35年

(1902)に博多にいたことが,島田の報告でわかる

が,その動静は,はっきりしない.

明治42年(1909)に東京に戻った時は,すでに

心臓病を患っていたようである.山内の手紙で,前

田が快方に向かっていることを知り喜んだのも束

の問,大正5年(1916)の始めに､ライマンは賀田貞

一と前田の死去を同時に知った.安達に前田家の

悔やみ状を託すと共に,｢もう一度日本を訪れ,皆

と会おうと思っていたのに,余りにも遅延し過ぎ

た｣と80歳のライマンは,安達に悔悟の言葉をもら

している.

6月になって,東京高等商業学校(戦後一橋大

学)に入学した前田惟一の手紙が届いた.彼はラ

イマンの弔文に感謝し,父の友人であるライマンの

助手たちの母や株への親切を伝え,自分は三菱重

役S.Kirishimaの好意で,書生になって新しい人

生をスタｰトしたことを告げた.また,学校の商業

地理学の講義で,ライマンと助手たちの地質調査

について聞いて,それに参加した父を持ったことへ

の誇りと感銘を述べている.

ライマンは､立派な英語で書かれた手紙を読み,

前田清明が頼もしい息子を残したことを喜び,明治

9年6月,越後油田調査の折り,信濃松本で新婚の

前田夫妻を助手たちと訪れた思い出を惟一に語っ

ている.安達仁造が赤痢にかかり,長野で数週間

滞在した時,薬湯で彼を治した医師は,前田の知

友であった.入牢中,佐久間象山からオランダ医学

を学んだ金子と云う医師で,責任感が強く,筋を

通し,礼儀正しく,衿持をもっていた.医師と前田

のイメｰジが重なり合い,40年前の信濃油田調査

の記憶がよみがえり,ライマンは,しばらく思い出に

ふけったかも知れない.

昨年の暮れ,マサチュｰセッツ大学図書館文書

資料部長のMrs.リンダサイトマンに,前田清明の

孫シスタｰ前田澄子からライマンコレクションを見学

したいと電話があった.しかも,彼女の住んでいら

っしゃるケンブリッジは,車を走らせると,2時間余

りのところにある.青天のへきれきでしばらくの聞

信じられなかった.しかし,間もなく前田精明の資

料が1995年の阪神大震災で喪失されたことを知

り,大変残念であった.顧みると,ノｰスハンプトン

のフォｰブスライブラリｰでライマンコレクションを見

付けて以来,幸運がいろいろな形で訪れた.シス

タｰ前田との出会いでも新しい発見を期待してい

る.

訂正

ライマン雑記(18)について(2000年11月555号)

23頁第2図の説明文

正(マサチュｰセッツ大学図書館蔵)

誤(フィラデルフィア自然科学院図書館)
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